[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.png]IEs
)

A



[image: image5.bmp] 
�





２０１５年


１２月２０日





◆フランスの高校生の


意識の高さを考えた


  かなり前ですが、フランスで年金支給年齢の繰り上げに反対するデモの写真が新聞に載っていました。確か50万人もの市民が参加する中で、高校生のグループも大勢参加していることにびっくりしました。彼らは高齢者の働く年齢が延びることで自分たち　の働く場が奪われてしまうことに危機感を抱いたとのことでした。主権者意識の高さに感心しました。教育の違いなのでしょうか。（加藤由美子・多摩川）


◆授業の結果


にショック


  18歳選挙権は自民党に有利だと思っていましたが、沖村先生の授業の結果は予想以上でショックでした。


（石川康子・布田）


◆大人は何が


出来るのか


　とても重要なテーマだと思い参加した。子どもたちの世界が教育の場と家庭の中しかない。友人たちとも本音を話さないとすれば、彼らにどのようにして社会の一員としての意識を持ってもらえるのか。


　本も読まないでネットだけの都合のよい情報だけで育ってゆくのか? 　われわれ大人の責任として何が出来るか、考えてしまう。


　　　　　　（無記名）


◆自民党支持の風が


吹いている


  ＰＭ２・５が北京の空気を染めているように、日本の空には自民党支持の風が吹いている。それを高校生も吸っているわけだから、何もしなければ政権党支持になるのは当たり前。メディアと教育の監視は重要ですね。


　　　（岩本努・仙川）


◆社会全体の前進が


必要


  先生方に何か求めるのはムリでしょう。強い権力による強制がかかっていますから。といって、投げるわけではなく、社会全体の前進が必要でしょう。


　若い人は年寄りの背中を見るでしょうから、そういう視点は大事でしょうね。


　（渡辺皓正・多摩川）


◆無関心は日本人の


処世術


　政治への無関心、社会に背を向けた暮らし方は、学校・教育のせいばかりではなく、家庭の、普通の日本人の処世術という“伝統”のように思います。駅前でも差し出されたチラシに手を伸ばそうとする幼児に「そんなものに手を出すんじゃない！」という声を出さない叱責で引き戻す親たちにがいるのです。


　主権者であるどころか、”おかみ”のやることに意見を持つなど自分のすることではなく、”おかみ”が決めたことをうまく実行するのがよき日本人なのだという感覚、意識の根深さを感じています。


（むらき数子・若葉町）


◆老人がやるしかない


　以前から署名などの宣伝をしていて、高校生は無関心なので何とかつながりを持ちたいと考えていました。「18歳選挙権」となり、どこがどういう形で彼らに政治教育をするのか、と大変気になっていました。今日のお話で、われわれ爺さん婆さんが始めるしかないのだと分かりました。


　しかし、つながりも集める手立ても、悲しいかな悲観的です。北海道で修学旅行の高校生を民泊させている友人に役立つようなＤＶＤなどを送って応援し、自分の気持ちをごまかしているところです。 戦争体験者として気が気ではないのですが、どうすればよいのでしょうか。ますます眠れなくなります。


（鵜澤希伊子・上石原）
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２０１６年１月１７日（日）１３時半～


　　　　　　 第１０９回例会　参加費300円


自民党憲法草案を


読み直す


　　　　　於：あくろす３階「あくろすホール」


　　　　　お話：伊藤真さん　弁護士、伊藤塾塾長





２月１３日（土）１３時半～


 第１１０回例会　 参加費300円


マイナンバー制度


について


　　　　　於：あくろす３階「あくろすホール」


　　　　　お話：徳森岳男さん　東京土建書記次長
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